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ライオンズクラブ国際大会

Photo Caption: 1925年、オハイオ州シダーポイントでの国際大会に集まったライオンズ。

1925年、生まれてわずか8年のライオンズクラブ国際協会は、その年次大会をオハイオ州エリー湖岸のシダーポイントで開きました。オハイオ州のライオンズは4,000人の出席者を迎える計画でした。

実際には7,500人のライオンズが集まり、1925年8月号のライオン誌では次のように報告しています。「たとえ誰かと相部屋だったとしても、浴室付きの部屋に入れた彼は幸運だった。しかし、多くは言い方を改めるべきだと思うだろう。『そもそも部屋に泊まれた者は幸運であった』と。」

聴覚も視覚も失った米国の象徴的人物、ヘレン・ケラーがライオンズに暗闇と闘う「盲人の騎士」になってほしいと呼びかけたのは、この大会でのことでした。

ニュージャージー州ニューアーク出身の次期国際会長ベン F. ジョーンズはそれを「これまでで最もすばらしい大会」と呼び、次のように述べています。「前例のないほど多くの代議員とゲストのために不便を感じている皆さんも、きっと笑顔で過ごされるはずです。実に喜ばしいことに、この偉大な協会はビジョンを持った人々を育てています。彼らは私たちのリーダーとして、各国の政府が私たちを前代未聞のすばらしい未来へと導いていく手助けをしてくれることでしょう。」
1945年を除いて毎年開かれてきたライオンズクラブ国際大会は、年々その規模、力、質を高め続けています。1933年にミズーリ州セントルイス大会で可決された決議を受けて、それ以降の大会ではライオンズクラブが代表を出している各国の国歌を演奏することになりました。この慣行は後に国際パレードへと進化し、2015年には120カ国10,000人のライオンズが、多くは母国の民族衣装をまとって行進しました。
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国際大会では毎回新国際会長が選出され、ライオンズの州選抜バンドが力強く演奏を競い、数々のセミナーが開かれ、旧交を温め新しい友人を作る機会にもなります。

1987～1988年度に任期を務めたカナダ、アルバータ州のブライアン・スティーブンソン元国際会長は、クラブの業務を行い世界中の仲間と過ごした時間として国際大会を振り返り、次のように述べています。「最大の恩恵の一つは仲間と結ぶ友情です。国際大会にはありとあらゆる人々が集まってきます。」2015年のホノルル国際大会に集まったライオンズも、「世界はとても広いけれど、全員が集まればこれほど小さな場所になる」と言って、彼の言葉に同意しました。

2015年の大会は近年で最大級のものとなり、約20,000人のライオンズとその家族が5日間を楽しみ、ライオンズに関する知識を深めて過ごしました。2015年ライオンズ国際平和ポスター・コンテストの優勝者ウェイ・ジン・チエンさん（中国、13歳）と、2015年ライオンズ国際作文コンテストの優勝者ジェイレン・バラード君（オハイオ州トレド、12歳）が表彰を受け、2015年ライオンズ人道主義大賞は国際慈善団体セーブ・ザ・チルドレンに授与されました。

「世界中から集まった千差万別の人々と出会うことは、とても魅力のある、大変すばらしいことです」と、最近のある大会出席者は述べています。国際大会はまたとない機会であり、ライオンズクラブの成長を目の当たりにすることができます。また同時に、ライオンズが今後も一世紀を超えて、世界中で奉仕を続けていく理由ばかりでなく、そのための方法を吟味する場でもあるのです。
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